
参加費：5,000円

当日ご紹介する集患・増患ノウハウの一例

✔ Withコロナで抑えておきたい患者価値観の変化

✔ Withコロナに予防歯科を復活させる方法

✔ P重防（歯周病重症化予防治療）の解説・活用

✔ 唾液検査のフィードバックポイント解説

主催：アークレイ株式会社 担当：イトウ

東京都新宿区四谷1-20-20大雅（たいが）ビル4Ｆ TEL:050-5527-7700 FAX:03-3358-8536

歯科医院名（必須） ご参加される日程に〇をつけてください。

9月( 20日17：00～19：00 ・ 24日13：00～15：00 ) 

お名前（必須） お役職（必須）

ご住所（必須）

ＴＥＬ（当日ご連絡が取れる番号） メールアドレス（必須）

(株)船井総合研究所の歯科
コンサルティングチームで
は全国の歯科医院様の経営
コンサルティングを行って
おります。経営コンサルタ
ント各々が自分の得意分野
（テーマ）を磨きあげ、全
国どこの歯科医院様でも再
現性のある経営コンサル
ティングノウハウをご提供
いたしております。

アークレイ株式会社は、京都
市に本社を置く医療機器の製
造・販売をおこなう企業です。
健康科学という独自の事業分
野のもと、糖尿病検査・血糖
自己測定・尿検査・POC検
査・遺伝子検査などの臨床検
査機器、体外診断用試薬の研
究開発、製造、販売、輸出入
を行っています。

-会社紹介-

会場：全てWEB配信の為、ご自身のPC、タブレットから視聴可能です。
※視聴者のデバイス毎に参加費が掛かります。

当日の内容

お申込み先 FAX: 03-3358-8536

9/20の方は
こちらから

9/24の方は
こちらから

FAXとスマホどちらからでもお申込み可能です。
スマホをご利用の場合はQRコードからアクセスください

QRコードでの
▼お申込みはこちら▼

基礎編 9月20日(日) 17:00～19:00

応用編 9月24日(木) 13:00～15:00

アークレイ株式会社×株式会社船井総合研究所

共催セミナー

最後までご視聴いただくと・・・

特典をご用意しています！！

限定50施設



アークレイ株式会社 × 株式会社船井総合研究所 共催セミナー

・新型コロナウィルスの流行からみえる業界動向！
・Withコロナに向けて取り組むべき予防と治療とは！？

第一講座 45分
『Withコロナにおける歯科業界の時流』

第二講座 50分
『唾液検査の学術的説明と運用事例の解説』

・唾液検査「SillHa（シルハ）」をご紹介！
・ 「SillHa（シルハ）」の注意点や結果の読み取りかた
・ 「SillHa（シルハ）」活用の事例紹介

第三講座 50分
『唾液検査装置を用いたWithコロナ向けの

予防メンテナンス強化の紹介』

・唾液検査を活用したWithコロナに適した
予防歯科3.0のカタチと実践方法の解説

まとめ講座 30分
『本日のまとめ』

・歯科医院経営者が取り組むべきこと
・セミナー受講者向け特別プランの紹介

アークレイマーケティング株式会社
マーケティング本部学術推進チーム 二村 祥平

学術推進チームでは医師や検査技師への情報提供や文献作成、学会
発表の支援などを実施し、エビデンス構築や幅広い医療情報の提供
活動を実施。薬剤師として、臨床検査分野だけに留まらず医療全般
について精通しており最新の知見に基づいた唾液検査の最先端をご
紹介します。

▼デンタルＩＱが高いから唾液検
査を受ける、という誤解！

アークレイ社製の「SillHa(シル
ハ)※旧名称 スポットケムST」を導入
している歯科医院で陥る落とし穴は、
検査受診の部分です。過去のセミナー
でも検査を効果的に活用していくノウ
ハウや事例をご紹介してまいりました
が、いざ検査受診数を増やしていける
歯科医院とそうではない医院が出てき
てしまっています。

Withコロナにおいて
唾液検査（SillHa）が活用できる

株式会社船井総合研究所
峯宇 壱成

外来診療における「集
患」「自費率向上」「予
防メンテナンス向上」を
網羅したバランスの良い
コンサルティングサポー
トが特徴の若手有望株

株式会社船井総合研究所
チームリーダー

チーフ経営コンサルタント
眞野 泰一

感染リスク回避から減少したメンテナンスを増やすキッカケ創り１

２ 保険改定に即したフロー構築

新型コロナウィルスが流行り、多くの歯科医院でメンテナンス患者のキャンセルや日程変更で予防体制
が揺らいでしまったのは事実です。しかしそこから予防メンテナンス患者の人数をV字回復させた医院と
そうではない医院で絶対的に違いを見せたのは【予防メンテナンスの価値観の伝え方】です。5月の連休
を境にして歯科医院の中でも二極化したこの状況から、DH体制や医院スタンスといった要素以外にも、
そんな医院でも仕組み化できる唾液検査の結果のピックアップの仕方次第で、患者の予防価値観のアッ
プデートができる事例が出てきました。

2020年4月の改定でP重防（歯周病重症化予防治
療）が新設され、か強診認定を受けていない歯科
医院であっても保険診療フローの再考が求められ
る中、唾液検査を活用し【保険診療であっても収
益性を高める】ことの必要性が増しました。改定
内容の深い理解とともに、あえて唾液検査を行う
ことのメリットが大きく、予防歯科を進める前提
となる治療の徹底という観点でも期待できます。

歯科助手による結果説明３

歯科医師や歯科衛生士が専門性を持って説明をし
たり、唾液検査結果をフィードバックすることは
簡単です。しかし有資格者としての治療や処置に
時間を使い、患者への啓もうや説明は歯科助手に
分担できることが理想です。そこで唾液検査とい
う一見専門的に捉えがちなフィードバックを無資
格者に委譲できる簡易性と患者目線で訴求力のあ
るトークができる検査が今後重宝されていきます。

セミナープログラム

当日のセミナー講師紹介唾液検査フィードバック
の質を上げる効果とは


